
災害x多国籍の⽂化が活きる
「ここに居よう」の場所づくり

こ べ っ こ ナ ー ス （ 神 ⼾ 市 看 護 ⼤ 学 ）



神⼾市⻑⽥区から・・・

•https://youtu.be/3mn28WfsOnc

https://youtu.be/3mn28WfsOnc


Where / with Whom：SNS/バーチャル空間 nstagramやTikTokなど
リアルな交流の場「まちの保健室」

アイデアの内容（What）

Who?：地元こうべの
看護学生、看護師、防災士ら

What：「ここにいよう」「ちょっと相談]
＝「解決策データの共有」から身近な問題が解決する

＝How  ：目の前で（お世話/ ケア）自分 / 人がたすかる
→人が繋がれる→



アイデアの理由/
なぜ（Why）



アイデアの理由/なぜ（Why）
• 周の卒業研究で神⼾に住む外国⼈たちがニューカマー（新参者）として神⼾と
いう街で⽣活していく上で感じる様々な問題を明らかにしたところ、⽂化的問
題、健康・医療的問題、⽇常的問題、の⼤きく分けて三つに分類することがで
きた

→地元や現地の⼈と交流する機会や、コミュニティの存在があることで
「ちょっと困る」の解決に繋がる

• 濵⽥の卒業研究で看護学⽣として防災⼠リーダー養成講座に参加して感じたこ
と：災害時に住⺠同⼠が助け合う「共助」を実現するために知識を持っている
ことや経験があることが重要になってくる。

→ちょっとした知識や経験が役に⽴ち、お互い様の⼈間関係が⽣まれる。



→デジタル環境と地域の場
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SNS

困りごと解決策

まちの保健室



解決策教えてもらえたら
⾃分でできる

だれかたすけて

大丈夫

⼤きな⽀援 ◎
ちいさな困りごと ？

Tulong ＞Help me >Tasukete >たすけて！



実現に必要な資源

現実的な調達⽅法：地域の協⼒者を増やして調達できないかな。。

「こべっこナース」が
→神⼾市看護⼤学災害・国際看護研
究室、神⼾市芸術⼯科⼤学

兵庫県看護協会
「まちの保健室」

兵庫県防災⼠会

＝（お世話/ ケア）で →人が繋がれる をケアします！

→ ＝ 人：オールドカマー/ニューカマー 高齢者/ こども
コンテンツ：防災/ 健康 日常/ 緊急時 の知恵
場：オンライン/ オフライン


